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　　　　　　　　　　　　　　　　　は　　じ　　め　　に
　'寄生虫卵の検査法には塗沫法，集卵法，培養法の３法がある．検査材料は主として糞便であり，
これらの検査によって検出される寄生虫卵は，回虫卵，鞭虫卵，鈎虫卵が主たるもので，その他高
知県では横川吸虫卵，東洋毛様線虫卵，肺吸虫卵，肝吸虫卵，僥虫卵等が見出されている．僥虫卵
は糞便検査法では検出率が甚だしく低率であり，これの検査にはセロテープ法が一般に多く使用さ
れている／著者は昨年度宿毛市沖ノ島町の小，中学校の児童全員について，同一便につき二枚塗沫
法，飽和食塩水浮游法，試験管濾紙培養法の３法を併用し寄生虫卵検査を行ったところ，回虫卵
47.096,鞭虫卵34.0^, S6l虫卵1.7％という高率の虫卵陽性率を見出した．次いで当数室主任小松
寿子教授の御指導によって，ＴＭ式セロテープ一回法による焼虫卵の検査を実施したところ, 　SI.9
％の虫卵陽性率を見ることができた．これらの資料を検討すると，相当多数の各種虫卵陽性者の存
することが判明した．
　沖ノ島町は高知県の西南端，豊後水道に浮ぶ小さな孤島で，生活低度は低く住民の衛生観念は比
較的乏しいと考えられ，従って寄生虫卵陽性者の多数存することは，単に食物による径口感染にそ
の源があるのみならず，日常生活における接触かある程度の感染源の役割を果しているのではない
かとの疑念を生じた．日常生活において児童が互に接触する機会の一番多い部分は学校生活であ
り，その中でも便所は，直接の接触ではないにしても接触の仲介としての見逃すことのできない役
割を持っている．更に接触の範囲が直接接触の如く限られた範囲でなく，それを仲介としてきわめ
て広範囲に及ぶものと予想され，その把手に付着している寄生虫卵の検出を試みたのでその結果を
報告する.
　ヽこの研究を報告するに当り，御指導，御助言を得た日本獣医大学教授，清水重矢博士に深甚の謝
意を捧げるとともに，御指導，御鞭達を頂いた当教室主任，小松寿子教授に衷心より感謝の意を述
べる．また御協力頂いた高知女子大学衛生動物学教室，松崎沙和子先生並びに沖ノ島町弘瀬小学
校，佐野広光先生に深謝する．
　　　　　　　　　　　　　　　　検　　査　　方　　法
対象として宿毛市沖ノ島町弘瀬小・中学校，母島小・中学校，長浜小学校，鵜来島小・中学校の
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計７校を選定した．なおこの７校は沖ノ島町の小，中学校の全校数である．
　検査の方法は６Ｃｍｘ６Ｃｍの清潔なガーゼ片を１～２滴の水で湿し，清潔なピンセットを用いて
便所扉の把子の周囲を町寧にくまなく拭い，用意した小試験管に入れ更にこれをまとめてビニール
袋に入れて密封し，水分の乾燥を防止した後，研究室に急送した．
　便所扉の把手の脱落したものについては，児童か開閉するのに頻繁に手を触れると思われる箇所
　（大部分手垢がついて黒く汚れていたので直ぐに認められた）より採卵した．
　採卵年月日は昭和36年７月19日～24日の６日間で採卵時刻は午前11時頃を目標とした．これは始
業直後は便所の使用回数は少ないものと考えられ，また午後は昼食後の掃除によって虫卵の拭い去
られる可能性のある理由によった．研究室に急送された小試験管内のガーゼ片は，予め飽和食塩水
約10 cc 宛分注されたシャーレの中に入れ，ピンセットで充分拡張，動揺して付着虫卵を食塩水中
に洗い落し，次いでロートを用いて最初の小試験管に再び流入し，飽和食塩水を更にピペットを用
いて管口に盛り上るまで静かに注ぎ40～50分間放置した後, 18mm X 18 mmのカバーグラスを用い
て静かに液面に触れ，そのままスライドグラスに上置いて鏡検した．
　使用したピンセット及びロートはその都度清洗または取り替え，虫卵の他の試験管への混入を防
止した．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　検　　査　　成　　績
母島小学校の検査成績を第一表に示した．
　　　　　　　　　　　　第　一　表
母島小学校　　　　　　　　　　　　　　　　　’
生徒数 便所数
扉附着虫卵 豚附着虫卵
備　考
外側 回虫 焼虫 内側 回虫 姚虫
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母島中学校
第　二　表
生徒数 便所数
扉　附　着　虫　卵
備　考
外側 回虫 暁虫 内側 回虫 饒虫
105
No. 1
　/z　2
　//　3
　/z　4
　//　5
一
一
－
　１
－
一
一
一
一
-
－
一
一
　１
－
-
一
一
一
一
一
一
一
一
-
-
-
-
-
-
合　計 １ ０ １ ０ ０ ０
　　当教室か実施した塗抹法，浮
　游集卵法，培養法の３法併用に
　よる寄生虫卵検査成績は回虫卵
　35.096,鞭虫卵26.7^で，鈎虫
　卵は検出されていない．セロテ
．－プ一回法による蛯虫卵検査成
　績は57.1%となっている．
　便所把子に付着‘していた虫卵
　は回虫卵，鞭虫卵各々１個で，
　回虫卵は受精卵であり細胞は相
　当に分化していた．
　　第二表は母島中学校の検査成
績である．
　　寄生虫卵検査成績は，回虫卵
　25.Q96,鞭虫卵31.3^, m虫卵
　3.8％で，セロ.テープ法による
　焼虫卵は36.4％となっている．
　便所把子からは蛯虫卵が僅か
　に１個検出された．
　　第三表は弘瀬小学校の検査成
績である.
　.検便成績は回虫卵72. Z%,鞭
　虫卵63.8?oで，鈎虫卵は検出さ
　れず，セロテープ法による焼虫
　卵は50.0％となっている．便所
弘瀬小学校
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第　三　表
生徒数 便所数
,、　　扉．附　着　虫　卵
備　考
外側， 回虫 饒虫 内側 回虫 饒虫
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弘瀬中学校
第　四　表
生徒数 便所数
扉　附　着　虫　卵
備考
外側 回虫 饒虫 内側 回虫 暁虫
　ヽ-
68
No. 1
　//　2
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　//　5
　//　6
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－
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　１
一
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合　計 ３ Ｕ帽 ２ １ １
長浜小学校
第　五　表
生徒数 便所数
諒　附　羞　虫　卵
備　考
外側 回虫 饒虫 内側 回虫 焼虫
49
No. 1
　y7　l
　／／　３
　／／　４
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第　六　表
鵜来島小，中学校
生徒数 便所数
扉　附　着　虫　卵
備　考
外側 回虫 焼虫 内側 回虫 饒虫
二卜 Ｎ０．１
　／／　２
４
３
１
－
３
３
６
１
２
－
４
１
不受精卵を
１個含む
合　　　計 ７ １ ６ ７ ２ ５
　扉より検出した虫卵は回虫卵2･
　個，蛯虫卵３個で，計５個でも
　る．回虫卵はすべて受精卵で感，
　染可能の虫卵であった．
　　弘瀬中学校の検査成績は第四
　表に示した．
　　糞便検査では回虫卵41.7％，
　鞭虫卵38.9％，鈎虫卵5..6％で
セロテープ法ででは焼虫卵41. T
　％の陽性率を見てりる．
　　便所扉よりは回虫卵２個，能
　虫卵３個で，回虫卵は小学校と
　同じく受精卵で感染可能の虫卵
　である．
　　第五表は長浜小学校の検査成
　績である．
　　検便成績は回虫卵57.7％，鞭
　虫卵57.7％，絢虫卵は検出され
　ず，セロテープ法による焼虫卵
　は42.1%を示している．便所よ
　り検出した虫卵は焼虫卵が僅か
　１個であって，回虫卵その他の
　虫卵は見られなかった．
　　次いで鵜来島小.中学校の検
　査成績を第六表に示した．
　　この学校は沖ノ島本島より少
　し離れた小島にある小，中学校
　で，一日に一度の定期船が通っ
　ている程度の小島である．検便
　成績は小学校で回虫卵55.1%,
　鞭虫卵15.8％，銅虫卵2.6％で，
　ヽセロテープ法による焼虫卵検査
　は79.1,96の高率である．また中
　学校では回虫卵41.2％，鞭虫卵
　29.4％，狗虫卵は検出されず，
　セロテープ法による焼虫卵は
　97.196と殆んど全員に近い陽性
　率である．
　　便所は小，中併設のため共同
　使用となっており僅かに２つし
　かない．検出された寄生虫卵は
　回虫３個，焼虫11個であって，
　回虫卵は不受精卵が１個含まれ
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ていた．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考　　　　　　察
　便所扉の外側と内側とに区別して虫卵の検出を試みたのであるが，便所の数と検出された虫卵の
数とが少なかったため，この両者における有意差は認められなかった．
　検出された虫卵は回虫卵と蛯虫卵のみであって鞭虫卵や拘虫卵は全く検出されなかったが，これ
らめ虫卵は糞便中に含有せられる虫卵の絶対数が少ないため，手指その他に付着しての接触感染は
おそらく成立しないものと考えられる．検出された回虫卵の大部分が受精卵であって，中には相当
の細胞分裂を起している虫卵もあり，これは直ちに感染可能の虫卵である．
　回虫卵，鞭虫卵においては便所の扉を媒介としての間接接触感染の可能性は充分考えられ，この
ことによりみても，用便後の手洗いの実行は必要欠くことのできない健康教育の重大な一項目と考
えられる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　　　と　　　め
　1）宿毛市沖ノ島町の全小，中学校を対象として，便所の扉の把子に付着している寄生虫卵の検
出を試みた．検査年月日は昭和36年７月19～24日の６日間で，採卵時刻は午前11時頃を目標とした.
　2）検査方法は清浄な湿ガーゼ片を用い，ピンセットで便所把手をていねいに拭きとり，これを
小試験管に入れて密閉し，研究室に急送して検査に供した．ガー,ゼ片は飽和食塩水を約10 cc 入れ
たシャーレ中で充分洗浪し，それを再びもとの小試験管に移し，以後の操作は糞便検査法に用いる
飽和食塩水浮游法を使用した.
　3）便所外側把手と，内側把手との間には，付着虫卵の有意差は見られなかった.
　4）検出lされた虫卵は回虫卵８個，饒虫卵20個でぞの他の虫卵は検出されな.かった.
　5）回虫卵は大部分が受精卵であり，感染可能の卵であった.
　6）以上の検査成績より，釣虫卵，鞭虫卵は一応接触感染の可能性は考えられないが，回虫卵，
鍵虫卵については，便所扉を媒介とする接触感染の可能性か充分予想される．
　用便後の手洗いの習慣を身につけさすことは健康教育の重要な指導点であると痛感する．
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